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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日、プログラムテキスト提出日。

・青仁会新聞に掲載する俳句を募集中。季語は「卒業」。3/25までに担当まで提出してください。

・人事考課表を3/23（金）までに提出してください。

・WIZのスケジュール登録を行ってください。

・4/10（火）に春のレクリエーション大会を実施予定。

＜利用者様情報＞

・小坂　君子様～昨日、地震による不安で、姉様と共に一睡もしていないとのこと。また、「私ってソーシャルワーカーっぽい話し方ですか？」とスタッフへ聞いており、誰かに言われたのかと確認すると、幻聴が聴こえてきたとのこと。また、デイケア、デイナイトケア利用者様２名が気になっていることを話され、相手が自分に好意を持っているような幻聴が聴こえてくると話す。内容が本当かどうかを本人に確認したい為、相手と話してみたいことをスタッフへ相談している。相手に単刀直入に聞く前に、スタッフに話の内容を確認するよう促している。妄想や幻聴に左右されている様子が見られる為、現実と区別ができるよう関わって行く。

・浅坂　政美様～昨日午後、電話連絡があり、転倒で右肘と頭部を打ったことに関して受診の報告をしている。打撲だったと話されている。

・澤口　直美様～昨日胸のモヤモヤ感の訴えあり、また37℃の発熱があり、早めに帰宅されている。本日は、「ここらへんがチクチクします」と左下腹部の痛みを訴えている。毎日排便はあるとのことなので、様子を観察していく。

・長瀬紘一郎様～昨日デイナイトケア終了後、19時半頃来所され、自宅の鍵がないとのことで、デイナイトケア内を一緒に探している。鍵は財布内に閉まっているとのことだが、ポケットから小銭がたくさん出てきており、整理が出来ていない様子が窺える。鍵は見つからず、「青山荘に泊まる」と話される為、まずは家族に連絡をとるように促すと応じている。弟様に連絡し、母様宅にある合鍵を持ってきてもらっている。弟様と再度来所され、迷惑をかけてしまったと謝罪し、帰宅している。早めに合鍵を作るよう促していく。

・鹿原　博夫様～来所後すぐに独語が強く、他者を睨みつけている様子が見られる。スタッフがどうしたのかと声を掛けるが、「なんでもない」と答えている。入浴後には独語は少し治まっている。

・佐藤ミツ子様～お昼頃、腹痛の訴えあり、トイレに行って来たことを報告している。しばらく排便が無かったと話すが、今日は排便があったとのこと。様子を観察していく。

・種本　サハ様～3/1から欠席が続いていたが、本日久々に来所されている。荻生内科を受診していたとのことで、急性気管支炎と診断され、診断書には10日間自宅療養をすることと記載されていたと話す。現在の症状として、本人は咳があると話すが、咳をしている様子は見られず、症状は治まってきている様子。欠席中の忘薬・誤薬は無かったと話される。

・佐藤　朗子様～3/8（木）にデイケア利用予定であったが欠席しており、そのことについて謝罪の電話連絡を頂いている。次回は4/5（木）にデイケア利用したいと話される。仕事に関しては、最近は順調であり、新しい人に仕事を教えることが大変だが、大丈夫だと話される。

・山田　健次様～本日はデイケアを欠席すると外来で話していたが、歩けそうだと思ったとのことで、急遽デイケアを利用されている。髪が伸びていることを指摘すると、今月床屋に行くことを話される。髭剃りは自分で行っている様子。自宅前の雪は、近所の人が片付けてくれたとのこと。介護保険の申請の進捗状況が不明な為、担当ケアマネジャーに確認していく。

＜事例検討＞

沢田　三朗　様（63）統合失調症　デイケア利用：5ヶ月（0％）

検討内容今後のデイケア利用についての方針、情報共有
長期目標　再発せずに安定した地域生活を送る。

中期目標　①再発防止に努める。

②引きこもり状態にならない。

短期目標　①病識を理解し忘薬無く、不調時には訴えることが出来る。　　　

②デイケア利用日には来所できるようにする。　　　　　

治療計画　①生活状況の把握をし、忘薬が無いように声がけし服薬状況を確認する。

②生活状況を理解した上でデイケア利用が本人にとって苦痛とならないように、無理強いする事なく本人の意思を尊重しながら声がけを行う。　　　　　

現状

①について

・外来受診時に担当スタッフが会いに行き、声がけをしている。

・デイケア利用を勧めると、「たまには行こうかな」と話すことがあるが、実現していない。

・以前は忘薬があったが、本人は今は大丈夫だと話している。

・話し振りから、飲んでいないのでは？という印象を受ける。

②について

・来所を促しているが、拒否している状態。

・デイケアの話題になると、逃げる様子がある。

・デイケアに来るようにと言われると、行きたくなくなる様子。

・外来受診終了後に近くの商店で昼食を購入し、外来の待ち合い室で食べている。

・ひとりで居る時間が多く、自宅での食事もひとりで食べていると情報がある。

・自宅では居場所が無い様子。

・干渉されることが嫌いな為、自由に過ごしたいと思っているのでは？と考えられる。

・家族は、家にこもらず、外に出て欲しいと希望している。

検討結果

・本人に今後どのような生活がしたいのかを確認する必要がある。

・もう少しデイケア利用に関しては様子を見て、情報を収集していく。その後、デイケア利用を継続するかを検討していく。

・外来時に本人から話を聞き、情報を確認していく。また、家族（兄様、母様。兄嫁様は折り合いが悪い）にも生活状況等を確認し、変化が合った場合は早急に対応出来るように情報共有と体制作りを行っていく。

・本人に、近況確認の連絡をいつとればよいかを確認していく。

＜プログラム検討/治療環境整備/新書式検討＞

(プログラム)

・3/15までに、4月のプログラム予定入力とテキスト提出。

・園芸の企画書を作成中。

・レクダンスに新曲を取り入れたいと意見がある。４月のストレス緩和で、おどりっこづくりを検討していく。

(新書式)

・情報シートについて起案書を提出している。

(環境整備)

・デイケアで食器拭きのタオルで手を拭いている為、手拭専用のタオルをつくる。

・お風呂のお湯が出ないと利用者様から情報あり、どちらかの階で浴槽のお湯を溜めていると、片方の階のシャワーが出なくなってしまうとのこと。ボイラーの修理伝票を作成し、提出予定。

＜外来情報＞

・上久保善郎様～採血実施。

・山田　吉夫様～パチンコには行っていないとのこと。青山荘のルールも守れている様子。

・柳町　信之様～テレパシーはあるが、左右されることなく、日常生活に支障はない。














































